
事業概要
　本事業は、大分県津久見市のJR津久見駅東側に位置する市道を中心に、河川改修で創出
された空間を活用して歩行空間整備を行ったものである。平成29年の台風18号で甚大な被害
が発生したことを契機に実施された、県主体の河川激甚災害対策特別緊急事業と連携し、橋
梁の高質化や照明整備等による質の高い河川空間を形成したことにより、歩行者の安全性や
回遊性が向上し、歩行者交通量も増加する等、魅力的な空間づくりに寄与している。

表彰理由
　官学のプロジェクトチームを結成し、浸水対策や避難機能、歩いて楽しい空間づくりなどの
目的を的確に実現しながら、河川との一体感を演出した地域の象徴となる景観デザインを創出
した点が評価された。災害を契機に心地よい生活景を創出し、暮らしの中で「歩く」きっかけ
となる回遊性のある空間が生み出された優れた事業である。
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事業延長：約0.3㎞
事 業 費：約1.6億円
事業期間：令和２年度～令和６年度

津久見地区
まちなかウォーカブル推進事業
津久見市 まちづくり課


